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27号  令和２年（2020年）1月（3）
　

学
外
史
資
料
調
査

第
十
回
（
通
算
第
十
九
回
）
勉
強
会

（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査

　

前
身
校
の
校
長
で
あ
っ
た
小
野
村
胤
敏

先
生
の
御
子
孫
側
か
ら
採
取
し
た
史
料
か

ら
成
る
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
の

「
小
野
村
胤
敏
氏
関
係　

日
本
大
学
（
大

阪
）
専
門
学
校　

Ⅰ
」
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
、

日
本
大
學
専
門
學
校
「
昭
和
十
一
年
三
月

卒
業
見
込
者
名
簿
」
を
発
見
し
た
。

　

こ
の
名
簿
に
は
「
商
科　

参
拾
八
名
」

「
法
律
科　

拾
九
名
」
の
「
卒
業
見
込
者
」

が
挙
げ
ら
れ
、
各
学
生
の
「
氏
名
」「
生

年
月
日
」「
原
籍
地
」「
出
身
中
學
校
」「
特

有
技
能
」「
兵
役
関
係
」
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
見
込
の「
商
科
」

及
び
「
法
律
科
」
の
学
生
は
、
一
般
的
に

は
昭
和
八
年
四
月
に
入
学
し
て
い
る
訳
で

あ
る
が
、
入
学
時
の
実
数
を
示
す
史
料
は

現
在
見
出
せ
な
い
。
後
に
詳
し
く
触
れ
る

近
畿
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
市
制
施

行
上
申
書　

大
阪
府
中
河
内
郡
布
施
町
・

長
瀬
町
・
小
阪
町
・
楠
根
町
・
意
岐
部
村
・

彌
刀
村
』（318.1

・Sh89

）
に
添
附
さ
れ

た
参
考
書
類
「
十
一　

教
育
」
の
中
に
有

る
「
七
、　

日
本
大
學
専
門
學
校
調　
（
昭

和
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）　

彌
刀
村
」

に「
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
現
在
」の「
入

学
者
数
」が「
第
一
部
法
律
科
」は「
三
八
」

名
、「
第
一
部
商
科
は「
一
一
四
」名
と
な
っ

て
い
る
事
を
勘
案
す
れ
ば
、
昭
和
八
年
四

月
に
入
学
し
て
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
見

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
学
史
料
室

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
書
の
構

成
案
お
よ
び
執
筆
等
の
日
程
確
認
が
行
わ

れ
、
最
後
に
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
小

委
員
会
活
動
報
告
と
次
回
勉
強
会
日
程
調

整
が
行
わ
れ
た
。

（
国
際
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

酒
勾　

康
裕
）

第
十
一
回（
通
算
第
二
十
回
）勉
強
会

（
令
和
元
年
六
月
七
日
）

　

前
回
議
事
録
確
認
の
の
ち
、
冨
岡
研
究

員
よ
り
第
二
期
成
果
報
告
書
の
構
成
案
が

提
示
さ
れ
、
建
学
史
料
室
広
報
誌
で
発
表
済

み
の
史
資
料
紹
介
記
事
の
再
掲
措
置
な
ど

に
関
し
て
意
見
を
交
換
し
た
。
次
い
で
荒
木

研
究
員
よ
り
、
校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
三

点
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
に
続
い
て
、
冨
岡
研
究
員
よ
り
、
学
校

資
料
の
活
用
例
や
追
手
門
大
学
に
お
け
る

学
校
資
料
の
収
集
整
理
に
関
す
る
文
献
紹

介
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
研
究
員
よ
り
、

本
学
教
職
教
育
部
三
十
年
史
略
年
表
試
作

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
本
学
一
〇
〇
年

史
編
纂
過
程
に
お
け
る
史
料
批
判
の
ベ
ー

ス
と
し
て
、
年
表
を
作
成
す
る
意
義
に
つ
い

て
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
次
回
勉
強
会
の
日
程
候
補
や

主
な
内
容
に
つ
い
て
の
連
絡
が
あ
り
、
次

回
勉
強
会
ま
で
に
第
三
期
調
査
の
項
目
に

つ
い
て
意
見
を
募
っ
て
こ
れ
を
調
整
し
、

次
回
勉
強
会
で
調
査
分
担
を
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
経
済
学
部
准
教
授

建
学
史
料
室
研
究
員　

薮
下　

信
幸
）

込
の
「
商
科
」
及
び
「
法
律
科
」
の
学
生

に
は
、
相
当
の
数
の
中
途
退
学
者
が
出
た

と
推
測
出
来
よ
う
。

　

日
本
大
學
専
門
學
校
「
昭
和
十
一
年
三

月
卒
業
見
込
者
名
簿
」
は
多
大
な
時
間
と

労
力
を
費
や
し
て
翻
刻
し
た
が
、
こ
こ
で

は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
掲
示
は
、

こ
れ
を
省
い
た
。

　

こ
の
表
の
生
年
毎
の
「
學
生
數
」
整
理

し
た
の
が
、
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。

　

こ
の
表
か
ら
先
ず
分
か
る
事
は
ス
ト

レ
ー
ト
で
進
学
し
て
来
た
「
卒
業
見
込

者
」、
即
ち
大
正
五
年
生
ま
れ
の
者
は
商

科
の
四
名
の
み
で
あ
る
事
は
、
意
外
で
且

つ
刮
目
に
値
す
る
。
数
的
に
最
も
多
い
の

は
、「
商
科
」・「
法
律
科
」
共
に
大
正
二

年
及
び
大
正
四
年
で
あ
り
、「
商
科
」
は

両
年
と
も
十
名
、「
法
律
科
」
は
両
年
と

も
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

は
、
恐
ら
く
は
「
兵
役
関
係
」
と
の
関
連

性
が
有
る
と
推
測
さ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、

「
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
見
込
者
名
簿
」

の
表
に
は
、徴
兵
「
延
期
中
」
の
者
が
、「
商

科
」・「
法
律
科
」
合
計
で
大
正
二
年
生
ま

れ
の
者
で
十
一
名
、
大
正
四
年
生
ま
れ
の

者
で
十
三
名
有
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
見
込
者
名

簿
」
の
表
に
あ
る
「
卒
業
見
込
者
」
の
「
原

籍
地
」
別
で
纏
め
た
の
が
、
次
の
表
で
あ

る
（
表
記
は
原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
、
原

史
料
の
ま
ま
に
し
て
い
る
）

商 

科
法
律
科

計

　

北
海
道

〇

二

二

　

長
野
縣

一

〇

一

　

富
山
縣

一

〇

一

　

福
井
縣

一

〇

一

　

愛
知
縣

一

〇

一

　

三
重
縣

二

〇

二

　

大
阪
府

十
三

六

十
九

　

京
都
府

二

一

三

　

兵
庫
縣

六

〇

六

　

奈
良
縣

二

一

三

　

滋
賀
縣

〇

一

一

　

和
歌
山
縣

一

一

二

　

岡
山
縣

三

〇

三

　

廣
島
縣

一

一

一

　

山
口
縣

〇

一

一

　

徳
島
縣

一

〇

一

　

愛
媛
縣

〇

二

二

　

佐
賀
縣

一

〇

一

　

長
崎
縣

一

〇

一

　

熊
本
縣

一

〇

一

　

鹿
児
島
縣

〇

一

一

　

沖
縄
縣

〇

一

一

　

朝
鮮

〇

一

一

　

計

三
八

十
九

五
七

　

商 

科
法
律
科

計

　

明
治
三
六
年

一

〇

一

　

明
治
四
〇
年

〇

一

一

　

明
治
四
三
年

〇

一

一

　

明
治
四
四
年

〇

一

一

　

明
治
四
五
年

四

一

五

　

大
正
元
年

一

三

四

　

大
正
二
年

一
〇

五

一
五

　

大
正
三
年

八

二

一
〇

　

大
正
四
年

一
〇

五

一
五

　

大
正
五
年

四

〇

四

　

計

三
八

十
九

五
七
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「
商
科
」・「
法
律
科
」
の
何
れ
で
も
大

阪
府
出
身
者
が
抽
ん
で
て
多
く
、「
商
科
」

で
は
そ
れ
に
次
い
で
兵
庫
縣
が
多
い
事
が

分
る
。
そ
し
て
、「
法
律
科
」
に
北
海
道

出
身
者
が
有
る
事
を
例
外
と
し
て
、「
商

科
」・「
法
律
科
」
と
も
に
、
東
日
本
・
北

日
本
の
府
縣
か
ら
の
出
身
者
の
大
略
無
い

事
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
東
京
の
日

本
大
學
と
所
謂
「
棲
み
分
け
」
を
し
た
事

を
推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

卒
業
見
込
の
學
生
の
「
出
身
學
校
」
に

つ
い
て
二
名
以
上
あ
る
學
校
を
抜
き
出
し

て
整
理
し
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。

　
「
商
科
」
で
は
「
日
本
大
學
大
阪
中
學

校
」
出
身
者
が
最
も
多
く
て
九
名
で
約

二
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ん
で
い
る

事
が
顕
著
な
点
で
あ
る
。
ま
た
、
商
業
学

校
出
身
者
が
六
名
で
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。「
法
律
科
」
で
は
特

に
多
い
學
校
は
認
め
ら
な
い
が
、
そ
れ

で
も
「
日
本
大
學
大
阪
中
學
校
」
出
身

者
が
最
も
多
い
學
校
の
一
つ
で
、
二
名

で
約
一
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い

る
。
ま
た
、
商
業
学
校
出
身
者
が
八
名
で

四
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る

事
は
刮
目
に
値
す
る
。

　
「
特
有
技
能
」
で
は
ス
ポ
ー
ツ
「
選
手
」

が
「
商
科
」
で
は
十
四
名
、「
法
律
科
」

で
は
十
名
で
、
合
計
二
十
四
名
に
達
し
て

い
る
。「
兵
役
関
係
」
で
は
、「
延
期
中
」

が
「
商
科
」
で
は
二
十
四
名
で
、「
法
律
科
」

で
は
十
四
名
で
、
合
計
三
十
八
名
に
達
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
十
七
名
が
ス
ポ
ー
ツ

「
選
手
」
で
且
つ
兵
役
「
延
期
中
」
と
な
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後
の
課
題
は
、「
特

有
技
能
」
を
前
身
校
の
経
営
戦
略
を
踏
ま

え
て
分
析
す
る
事
、
社
会
的
背
景
を
踏
ま

え
て
「
兵
役
関
係
」
を
分
析
す
る
事
で
あ

り
、
又
そ
れ
を
通
じ
て
こ
の
両
者
の
関
係

性
を
解
明
す
る
事
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
史
料
の
内
容
と
関
連
す

る
内
容
を
持
つ
史
料
を
、
近
畿
大
学
中
央

図
書
館
所
蔵
の
『
市
制
施
行
上
申
書　

大

阪
府
中
河
内
郡
布
施
町
・
長
瀬
町
・
小

阪
町
・
楠
根
町
・
意
岐
部
村
・
彌
刀
村
』

（318.1

・Sh89

）
で
発
見
し
た
。
こ
の
上

申
書
は
昭
和
十
二
年
に
大
阪
府
中
河
内
郡

の
「
布
施
町
外
五
箇
町
村
ヲ
廃
シ
テ
其
ノ

區
域
ニ
市
制
施
行
ノ
儀
」
を
、
即
ち
当
該

町
村
が
布
施
市
の
市
制
施
行
を
、
当
時
の

監

官
庁
に
上
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
近

畿
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
の
こ
の
『
市
制

施
行
上
申
書
』
の
来
歴
は
分
か
ら
な
い

が
、
そ
の
「
正
」
は
、
無
論
、
監

官
庁

側
に
提
出
さ
れ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
当
該

町
村
側
に
夫
々
残
さ
れ
た
「
副
」
の
一
つ

で
あ
る
と
言
う
事
が
出
来
、
彌
刀
村
に
残

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
想

わ
れ
る
。
こ
の
『
市
制
施
行
上
申
書
』
に

添
附
さ
れ
た
参
考
書
類
「
十
一　

教
育
」

の
中
に
有
る
「
七
、　

日
本
大
學
専
門
學

校
調　
（
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）　

彌
刀
村
」
の
内
容
が
、
関
西
大
学
年
史

編
纂
室
所
蔵
の
「
小
野
村
胤
敏
氏
関
係

　

日
本
大
学
（
大
阪
）
専
門
学
校　

Ⅰ
」

フ
ァ
イ
ル
の
中
の
日
本
大
學
専
門
學
校

「
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
見
込
者
名
簿
」

の
内
容
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
日
本
大
學
専
門
學
校
調
」
の
原
史
料
を

翻
刻
す
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

商 

科
法
律
科

計

　
日
本
大
學
大
阪
中
學
校

　
（
大
阪
府
）

九

二
一
一

　
小
野
中
學
校

　
（
兵
庫
縣
）

三

〇

三

　
城
東
中
學
校

　
（
大
阪
府
）

〇

二

二

　
此
花
商
業
學
校

　
（
大
阪
府
）

〇

二

二

　
京
阪
商
業
學
校

　
（
大
阪
府
）

一

二

三

　
神
港
商
業
學
校

　
（
大
阪
府
）

二

〇

二

　
興
國
商
業
學
校

　
（
三
重
縣
）

二

〇

二

　
そ
の
他
の
學
校

二
一

一
一
三
二

　
計

三
八

一
九
五
七

七
、
日
本
大
學
専
門
學
校
調　
（
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
現
在
）　

彌
刀
村

科　

別

第
一
部
法
律
科

第
一
部
商
科

第
二
部
法
律
科

第
二
部
商
科

計

備　
　
　

考

學
級
數

　
　
　
三

　
　
三

　
　
三

　
　
二

　
一
一

生
徒
數

　
　
七
七

一
五
四

二
一
五

　
七
三

二
一
九

教
員
數

専
任
　
九

兼
任
　
六

　
　
五

　
　
六

　
　
九

　
　
六

　
　
四

　
　
二

　
四
七

入
学
者
數

　
　
三
八

一
一
四

一
一
一

一
〇
七

三
七
〇

十
一
年
四
月
入
學
者

卒
業
者
數

　
　
一
九

　
三
七

　
三
九

／
　

　
九
五

十
一
年
三
月

　

教
員
中
有
資
格
者
數
及
無
資
格
者
數

　
　
　

有
資
格
者
數
（
開
申
者
）
三
七
名

　
　
　

無
資
格
者
數
（
認
可
者
）
一
〇
名　
　

計
四
七
名

　

創
立
年
月
日　

大
正
十
四
年
三
月
十
二
日

　

校
地
坪
數　
　

五
千
坪

　

建
物
坪
數　
　

七
五
九
坪
九
合
五
勺　
　
　

木
造
平
屋
建　
　
　

三
二
六
、六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐵
筋
混
凝
土
建　
　

四
三
三
、三
五
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學
専
門
學
校
入
學
願
書
用
紙
」
も
「
来
歴
」

と
し
て
は
別
段
問
題
に
な
る
所
は
此
無
と

判
断
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
内
的
批
判
」
に
つ
い
て
は
、

先
ず
当
該
「
日
本
大
學
専
門
學
校
入
學
願

書
用
紙
」
が
時
期
的
に
は
、
何
時
頃
の
も

の
で
あ
る
か
を
詮
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
正
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
「
日

本
大
學
専
門
學
校
」
は
、
平
成
二
十
九
年

三
月
二
十
七
日
の
勉
強
会
で
報
告
し
た
通

り
、
発
見
し
た
公
文
書
に
立
脚
す
れ
ば
、

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
「
日
本
大

學
大
阪
専
門
學
校
」
へ
の
改
称
が
認
可
さ

れ
て
い
る
。
小
野
村
胤
敏
先
生
は
、
平
成

三
十
年
六
月
二
十
九
日
の
勉
強
会
で
報
告

し
た
通
り
、
前
掲
の
「
小
野
村
胤
敏
氏
関

係　

日
本
大
学
（
大
阪
）
専
門
学
校　

１
」

フ
ァ
イ
ル
で
発
見
し
た
史
料
に
立
脚
す
れ

ば
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
「
日
本
大
學
専

門
學
校
校
長
」に
就
任
さ
れ
て
い
る
。依
っ

て
、
こ
の
「
日
本
大
學
専
門
學
校
入
學
願

書
用
紙
」
は
昭
和
十
年
十
一
月
以
降
昭
和

十
四
年
三
月
迄
の
も
の
で
あ
る
と
、
言
え

よ
う
。

　

昭
和
戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
の
「
入

學
願
書
用
紙
」
の
現
存
例
は
寡
聞
に
し
て

之
を
知
ら
ず
、
斯
か
る
意
味
か
ら
も
、
当

該
史
料
は
恂
に
貴
重
で
あ
る
と
謂
う
べ
き

で
あ
る
。

　

内
容
的
に
は
種
々
指
摘
す
べ
き
点
は
あ

る
が
、
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
入
學

願
」
の
文
言
が
、
こ
の
時
期
に
於
い
て
も

「
私
儀
御
校
ヘ
入
學
志
願
ニ
付
試
驗
ノ
上

入
學
許
可
相
成
度
此
段
及
御
願
候
也
」
と

い
う
大
時
代
的
な
も
の
で
あ
る
点
で
あ

る
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
、「
希
望
試
驗

　

そ
こ
に
有
る
「
十
一
年
三
月
」
の
「
卒

業
者
數
」の「
第
一
部
法
律
科
」の「
一
九
」

と
「
第
一
部
商
科
」
の
「
三
七
」
が
、
関

西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
史
料
の
「
昭
和

十
一
年
三
月
卒
業
見
込
者
名
簿
」
の
「
商

科　

参
拾
八
名
」「
法
律
科　

拾
九
名
」

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、「
商

科　

参
拾
八
名
」「
卒
業
見
込
者
」
中
の

一
名
が
卒
業
出
来
ず
「
三
七
」
名
に
な
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
卒
業
出
来
な

か
っ
た
一
名
は
、
現
段
階
で
は
特
定
出
来

な
い
。

　

斯
く
の
如
く
、
発
見
し
た
一
次
史
料
を

厳
密
に
史
学
理
論
に
則
り
徹
底
し
て
解
析

す
る
事
に
よ
っ
て
、
甫
て
客
観
的
な
歴
史

像
が
明
確
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

第
十
一
回
（
通
算
第
二
十
回
）
勉
強
会

（
令
和
元
年
六
月
七
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
①

　

関
西
大
学
百
年
史
編
纂
室
所
蔵
「
小
野

村
胤
敏
氏
関
係　

日
本
大
学
（
大
阪
）
専

門
学
校　

１
」
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
「
日
本

大
學
専
門
學
校
入
學
願
書
用
紙
」
と
題
す

る
刮
目
す
べ
き
史
料
を
見
出
し
た
。
縦
書

き
で
、
サ
イ
ズ
は
縦
約
二
十
六
・
五
セ
ン

チ
・
横
約
十
八
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　

史
学
理
論
に
則
り
、先
ず
、「
来
歴
批
判
」

で
あ
る
が
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
収
録
の
総
て

の
史
料
は
、
前
身
の
専
門
學
校
の
校
長
等

を
務
め
ら
れ
た
小
野
村
胤
敏
先
生
の
御
子

孫
か
ら
関
西
大
学
関
係
者
が
採
取
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
当
該
「
日
本
大

場
」
欄
に
「
大
阪
」
と
並
ん
で
「
廣
島
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
平
成
三

十
一
年
三
月
二
十
日
の
勉
強
会
で
、
前
掲

の「
小
野
村
胤
敏
氏
関
係　

日
本
大
学（
大

阪
）
専
門
學
校　

１
」
フ
ァ
イ
ル
収
録
の

日
本
大
學
専
門
學
校
「
昭
和
十
一
年
三
月

卒
業
見
込
者
名
簿
」
の
緻
密
な
分
析
の
結

果
、
中
途
退
学
率
が
非
常
に
高
か
っ
た
事
、

「
卒
業
見
込
者
」
五
十
七
名
が
、
北
海
道

出
身
者
二
名
を
例
外
と
す
れ
ば
、
他
は
大

略
西
日
本
の
府
県
出
身
で
あ
り
、
当
時
の

日
本
大
學
と
所
謂
「
棲
み
分
け
」
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
事
を
報
告
し
た
。
斯
か

る
状
況
下
で
、
日
本
大
學
専
門
學
校
に
就

任
し
た
小
野
村
胤
敏
先
生
が
、
同
校
の
経

営
再
建
の
戦
略
か
ら
、「
試
驗
場
」
を
「
大

阪
」
以
外
に
設
け
た
と
判
断
さ
れ
、
こ
の

時
期
の
一
般
的
状
況
か
ら
す
れ
ば
、「
廣

島
」
は
絶
妙
の
選
択
で
あ
る
。
と
謂
う
の

は
、こ
の
時
期
に
於
い
て
、「
廣
島
」
は
「
軍

都
」
と
称
さ
れ
て
最
大
の
兵
站
拠
点
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
「
廣
島
」
は
海
上
交
通
や

鉄
道
を
中
心
と
し
た
陸
上
交
通
の
要
衝
と

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、「
廣
島
」

の
「
試
驗
場
」
が
如
何
な
る
場
所
乃
至

学
校
に
設
け
ら
れ
た
か
を
一
次
史
料
に

依
っ
て
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
り
、
そ
れ

が
果
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
処
に
取
り
上

げ
た
事
は
更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
②

　

前
身
校
の
日
本
大
學
専
門
學
校
が
大
正

十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
経
緯
に
関
し
て

は
、
採
取
し
得
た
各
種
の
一
次
史
料
に
立

脚
し
て
詳
細
且
つ
多
角
的
に
、
既
に
報
告

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
大
學
側

が
、
そ
の
後
、
同
専
門
學
校
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
、
経
営
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
た
か
を
示
す
、
決
定
的
に
重
要
な
一
次

史
料
を
発
見
し
て
解
読
し
た
の
で
、
詳
述

し
た
い
。

　

学
習
院
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
図
書

セ
ン
タ
ー
所
蔵「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」

に
「
大
阪
日
本
大
学
の
財
団
法
人
化
に
関

し
て
の
書
類
」
と
い
う
表
題
で
収
録
さ
れ

て
い
る
史
料
（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」

で
の
整
理
番
号F-I-67

）
で
あ
り
、
こ
の

「
書
類
」
と
は
次
の
二
点
の
史
料
か
ら
成

る
も
の
で
あ
る
。

　

⑴
表
に「
大
阪
財
團
決
議　

日
本
大
學
」

と
記
さ
れ
た
封
筒
（
縦
約
二
十
二
・
四
セ

ン
チ
、
横
約
九
セ
ン
チ
）
及
び
封
入
さ
れ

て
い
る
日
本
大
学
箋
（
縦
約
二
十
八
セ
ン

チ
、
横
約
三
十
九
・
九
セ
ン
チ
）
一
枚
の

が
用
い
ら
れ
た
毛
筆
書
き
文
書
で
あ
る
。

　

⑵
表
に
「
第
８
０
０
５
６
號　

昭
和
11

年
11
月
30
日
」・「
公
正
證
書　

大
阪
財
團

決
裁
」
と
あ
り
、
裏
に
は
「
大
阪
市
南
區

八
幡
町
九
番
地　

公
證
人　

竹
井
小
野
右

衛
門
役
場　

電
話
南
�
一
四
七
〇
番
・
三

四
五
七
番
」
と
印
刷
さ
れ
た
封
筒
（
縦
約

二
十
二
・
七
セ
ン
チ
、
横
約
十
六
・
七
セ

ン
チ
）
及
び
封
入
さ
れ
て
い
る
「
公
正
證

書
」（
表
紙
は
縦
約
二
十
八
・
七
セ
ン
チ
、

横
約
二
十
〇
・
五
セ
ン
チ
で
、
中
身
は
縦


